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高速道路機構・会社の業務点検フォローアップ 目的

【「高速道路機構・会社の業務点検」（抜粋）】
国土交通省としては、本業務点検結果を受けた高速道路機構・会社の対応状況について適切にフォローアップすることが重要であると認識
している。今後も、高速道路機構・会社の協力の下で、社会経済情勢等の変化を踏まえながら、業務点検を適宜行っていく予定である。

【高速道路を取り巻く情勢変化の例】
道路整備特別措置法の改正(令和5年5月31日成立、令和5年6月7日公布）に伴う料金徴収期限の延長、
自然災害の激甚化・頻発化、逆走等の事故増加、DX等の技術革新、カーボンニュートラル、物流労働環境改善、労務単価・資材価格の上昇等

■目的

■スケジュール（案）

第１回
検討会の設置、フォローアップの進め方
ヒアリング（NEXCO東・中・西、本四）

国土幹線道路部会への報告

５月２２日

６月 ４日 第２回 ヒアリング（首都、阪神、機構）

第３回 取組状況（成果と課題）、目次構成の議論６月２６日

第４回 検討会（概要、本文、データ・参考事例集）８月 １日

８月 ５日

■委員名簿
◎座長○副座長

（50音順、敬称略）

「高速道路機構・会社の業務点検」（平成27年7月）から約10年が経過することから、
①業務点検結果を受けた高速道路機構・会社の対応状況
②高速道路を取り巻く情勢変化を踏まえた高速道路機構・会社の取組状況

についてフォローアップを行い、今後、高速道路機構・会社が実施すべき取組を提示する。
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